
令和８年度  教 育 計 画 

                     西条市立小松中学校  
学校番号 ２４ 

校長名 真木 浩司 学級数 
１１ 

（５） 

児 童 

生徒数 
１８３ 教職員数 ２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

  

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

      

       

 

 

 

               

【 校 訓 】 

練  磨 

【 教 育 目 標 】 

心豊かにたくましく生きる生徒の育成 

   〈 生徒像 〉 

○進んで学習する生徒 

○温かく人とつながる生徒 

○心身ともにたくましい生徒 

〈 学校像 〉 

○明るく元気で楽しい学校 

○人に温かい学校 

○地域に開き信頼される学校 

〈 教師像 〉 

○人権感覚を高める教師 

○学力の向上を図る教師 

○生徒理解に努める教師 

 

家
庭
・
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機
関
と
の
連
携
・
協
力 

 

主
体
的
に
社
会
に
参
画
す
る
学
校 

未来を切り拓く力を育む教育活動の推進 

～ 「知りたい」「分かった」「できた」を実感する ～ 

【 経営の基本方針 】 

生徒も教師も学び、高め合う学校 

～ 生 徒 と 共 に ～ 



 

重 

点 

目 

標 

１ 生徒一人一人に応じた学習指導の充実 

(1)  1人 1台端末を効果的に活用した学習や EILSの効果的な活用に努める。 

(2)  子ども同士の学び合いを重視し、知りたい、分かった、できたを実感する

授業を展開する。 

 

２ 一人一人を見つめる特別支援教育の充実 

(1) 生徒一人一人の障がいの状態や発達段階に応じた指導・支援を行う。 

(2) 関係機関と連携を充実させ、生徒を支援する指導の工夫・改善に努める。 

 

３ 人権・同和教育の推進により安心して学べる環境整備の充実 

(1)  いじめや差別を見抜き、積極的に解決していく態度を育成する。 

(2)  生徒と共に差別をなくす立場に立つ授業実践を行う。 

 

４ すべての子どもたちの自信を育む生徒指導の充実 

(1) 「自分で考え、判断し、行動できる」生徒の育成を目指し、主体的な生徒会 

になるよう教職員と共にアイデアを出し、組織を構築していく。 

(2) 不登校生徒の思いや願いが叶う、自立を目指した進路指導の充実を図る。 

 

５ 家庭・地域・関係機関との連携 

(1) 家庭や地域と連携し、信頼関係に基づいた開かれた学校づくりに努める。 

(2) 関係機関と連携し、外部人材を積極的に活用した活動の充実を図る。 

管 
理 

運 

営 

１ 人的管理 

(1)  風通しの良い職場づくりと綱紀の保持及び服務規律の徹底に努める。 

(2) 校務支援システムを利用して業務のスリム化を図る。 

(3) 提出文書や日々の情報をきめ細やかに確認し、不祥事防止に努める。 

(4)  部活動において、適切な休養日の設定をする等、部活動の在り方に関する 

総合的なガイドラインに沿った活動となるよう、適宜、指導・是正を行う。 

 

２ 物的管理 

(1) 潜在的危険箇所の除去及び安全点検の徹底に努める。 

(2) 施設、備品等の計画的な整備に努める。 

(3) 教育環境の美化と整備に努める。 

 

３ 事務管理 

(1) 学校事務の共同実施による事務処理の適正化・効率化・標準化に努める。 

(2) 個人情報や文書、金銭等の適正な取扱いと管理を徹底する。 

(3) 迅速かつ適正な事務処理と予算執行をし、厳正な管理を徹底する。 

本
校
教
育
の
特
色 

 小松町は、伊予聖人と讃えられた近藤篤山先生の精神と教えを受け継ぎ、古く

から文化、教育の町として発展してきた。本校は、校訓「練磨」の下、旧石根中

学校と旧小松中学校が統合し、６５年目を迎える。 

 小松中学校の歴史と伝統を継承・発展させるとともに、令和の新しい校風を掲

げることができるよう、家庭や地域、関係機関と連携し、社会に開かれた特色あ

る学校づくりに努めていく。 



 


